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大型研究の動向
•高エネルギー研究：ATLASプロジェクトでは、2040年ごろまでに現在の~20倍のデータが生成され
る計画。また国際的なデータ分析のためのグリッド環境に400Gbps~の計画がある

•核融合研究：実験機器から得られる大容量データのオープンデータ・オープンサイエンス化による国
際連携研究の推進とITERの本格稼働に向けた環境整備等の計画あり

LHC: 大型ハドロン衝突型加速器
ATLAS: 高エネルギー陽子衝突反応測定器

高エネルギー研究

Tsukuba

その他の大学

大阪大学 名古屋大学
東京大学

東北大学SINET VPN

大容量データ

各大学で並行解析

超高速でセキュアな通信環境

CP対称性の破れ

ヒッグス粒子

CERN LHC ATLAS

Belle IIBelle

ニュートリノ

Super Kamiokande

KEK

大容量データ転送を通じてノーベル物理学賞受賞に貢献

つくば 神岡

スイス

核融合研究

ITER国際共同研究全日本ST研究

LHD遠隔実験参加

QUEST (九州大学)

東京大学

京都大学

九州大学

ITER (フランス)
全国の大学・
研究機関へ

核融合研より
全国の大学・
研究機関へ

スーパーコンピュータ遠隔利用

LHD

L3VPN/VPLS

Large Helical Device ITER遠隔サイト
（六ケ所村）

2034年度

LHDデータ収集システム
LABCOM（核融合研）

大容量の核融合データのセキュアな転送・共有

2002年度 2005年度



2

ハイパフォーマンスコンピューティング（HPCI）

スーパーコンピュータ「富岳」

写真提供： 計算科学研究センター

北海道大学

東北大学

筑波大学

東京大学

九州大学
京都大学

名古屋大学大阪大学
海洋研究開発機構

計算科学研究センター

産業技術総合研究所

高度情報科学
技術研究機構

東京工業大学

企業等に資源アクセス環境を提供

•研究機関（理研・計算科学研究センター等）や大学の情報基盤センターなどが保有するスーパーコン
ピュータやストレージをSINETを介して共同利用

•欧州においてはスーパーコンピュータ間を1Tbps（※）で接続する計画がある

※欧州では計70億ユーロを
投資するスパコンプロジェクト
EuroHPCが進んでおり、
スパコン間を1Tbpsで接続
する計画
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先端研究基盤共用促進事業
•国費により整備された「公共財」である研究開発基盤の最大限
の活用を目指す。具体的な２つの取組み

•研究設備・機器を戦略的に整備・活用し、全ての研究者が
より研究に打ち込める環境を実現するための、コアファシ
リティ構築支援プログラム

•高度な計測分析機器を中心としたイノベーション創出のプ
ラットフォームの形成を推進するための、先端研究設備プ
ラットフォームプログラム
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北見

旭川

札幌

函館

青森
上北

盛岡

秋田

仙台

福島
郡山

山形
新潟

長岡

松本
宇都宮

水戸
つくば

千葉横浜

さいたま

沼津

静岡

浜松

名古屋

富山
金沢

福井

神岡

彦根

津奈良和歌山

神戸
大阪

鳥取

松江

岡山
広島

宇部

松山

高知 徳島

高松

北九州

宮崎

長崎

佐賀

福岡

鹿児島

那覇
宜野座

前橋岐阜

甲府

室蘭 帯広

長野

岡崎

大分
熊本

姫路
大津京都

柏相模原

：SINET DC

：400Gbps国内回線
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地域中核・特色ある研究大学強化

北海道大学

千葉大学

横浜市立大学

山梨大学

広島大学

信州大学

藤田医科大学

立命館大学

岡山大学

東京農工大学

•日本全体の研究力の発展を牽引する研究大学群の形成に向けたJ-PEAKS等の取組に合わせ、日本全国
に均一な基盤プラットフォームとしてネットワーク環境の整備を行い大学群の一体的な発展を目指す

弘前大学
山形大学

東京芸術大学

慶応義塾大学

新潟大学

長岡技術科学大学

金沢大学

大阪公立大学
神戸大学

奈良先端科学技術大学徳島大学

九州工業大学

長崎大学

熊本大学

沖縄科学技術大学院大学

：J-PEAKS提案大学



J-PEAKS（地域中核・特色ある研究大学強化促進事業）とSINET

• 宇宙航空研究開発機構
• 海洋研究開発機構
• 国立国際医療研究センター
• 国立循環器病研究センター
• 国立長寿医療研究センター
• 産業技術総合研究所
• 情報通信研究機構
• 精神・神経医療研究センター
• 物質・材料研究機構
• 理化学研究所
• 量子科学技術研究開発機構

参画機関（国立研究開発法人）

参画機関（公設試験研究機関）
• 北海道立総合研究機構
• 山梨県産業技術センター
• 熊本県産業技術センター

参画機関（その他）
• 技術研究組合FC-Cubic
• 公益財団法人実中研

• 北海道大学
• 弘前大学
• 山形大学
• 千葉大学
• 東京農工大学
• 東京芸術大学
• 慶應義塾大学
• 横浜市立大学
• 新潟大学
• 長岡技術科学大学
• 金沢大学
• 山梨大学
• 信州大学
• 藤田医科大学
• 立命館大学
• 大阪公立大学
• 神戸大学
• 奈良先端科学技術大学院大学
• 岡山大学
• 広島大学
• 徳島大学
• 九州工業大学
• 長崎大学
• 熊本大学
• 沖縄科学技術大学院大学

提案大学
• 国際教養大学
• 福島大学
• 順天堂大学
• 電気通信大学
• 東京外国語大学
• 新潟薬科大学
• 北陸先端科学技術大学院大学
• 岐阜薬科大学
• 浜松医科大学
• 中部大学
• 滋賀医科大学
• 大阪体育大学
• 香川大学
• 北九州市立大学
• 宮崎大学
• 鹿児島大学
• 琉球大学
(大学共同利用機関)
• 生理学研究所

連携大学*

* 提案大学は除く
** 提案大学、連携大学は除く

• 小樽商科大学
• 帯広畜産大学
• 北見工業大学
• 室蘭工業大学
• 岩手医科大学
• 岩手大学
• 東北大学
• 宮城大学
• 秋田大学
• 会津大学
• 筑波大学
• 宇都宮大学
• 東海大学
• 東京科学大学
• 東京大学
• 東京理科大学
• 神奈川県立保健福祉大学
• 神奈川大学
• 関東学院大学
• 長岡造形大学
• 富山大学
• 静岡社会健康医学大学院大学
• 名古屋大学
• 名城大学
• 豊橋技術科学大学
• 滋賀大学
• 京都大学
• 京都府立医科大学
• 立命館アジア太平洋大学
• 神戸薬科大学
• 奈良女子大学
• 和歌山県立医科大学
• 山口大学
• 熊本県立大学
• 名桜大学

参画機関（大学**）
• 自然科学研究機構
• 高エネルギー加速器研究機構

参画機関（大学共同利用機関）

• 国立高等専門学校機構
• 大阪公立大学工業高等専門学校
• 津山工業高等専門学校
• 神山まるごと高等専門学校

参画機関（高等専門学校）

連携大学：本事業の経費を活用の上、研究力の強化を図る大学
参画機関：本事業の経費の配分対象ではないが、採択大学と連携

して活動を行う、研究力の強化に有効な大学等

グレーはSINET非加入機関
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デジタルインフラ（DC等）整備に関する有識者会合
•中間とりまとめ3.0（2024年10月4日公表）では、東京一極集中や人口減少・少子高齢化等の社会的
な課題の解決や、産業競争力の確保・強化のためDXやGXの推進、地政学的リスク等に対するレジリ
エンス強化・経済的自立性の確保等に向け、民間主導を基本としつつも、国としてもデジタルインフ
ラの未来像を描き官民の役割分担を踏まえて相互に連携し、デジタルインフラ整備に戦略的に対応す
ることが必要との報告がなされている。

2030年のデジタルインフラのイメージ
• 東京一極集中の課題解決に向け、地域

DX/GXを支え、かつ首都直下・南海ト
ラフ等の災害や高まる地政学的リスクへ
の対応強化に資する日本全国に等しく整
備されたネットワーク基盤の確立

• 国際的なプレゼンスの確立・向上のため
の、北米・欧州との接続、アジア太平洋
地域との接続を確立
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次期SINET（イメージ）
• バックボーン：全国800Gbpsフルメッシュ網を目指すとともに、高需要区間は

カットスルー波長パスによる大容量・低遅延・低消費力化を目指す
• ノード構成 ：ルータのビルディングブロック構成による経済的冗長化を行い

耐障害性・信頼性の大幅向上を目指す
• アクセス ：アクセス回線共同調達を継続。新たなアクセス回線サービスを検討
• モバイル ：NTN/HAPS技術を取り込み携帯提供エリア外での研究活動支援や

災害時のバックアップ通信の実現を目指す
• 国際 ：欧州・北米回線を400Gbps×2化を目指す。（欧州回線は

北極ルートを注視）グアム・シンガポールは現状を維持
• セキュリティ：DDoS Mitigationを継続。商用セキュリティ業者による

直結クラウド型のファイヤーウォールサービス誘致を進める
• 小中高 ：小中校を効率的に接続するための新たな枠組みや

アクセス回線の検討を進める
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全国フルメッシュ400G

次期SINET（イメージ）
SINET6 次期SINET (2028.4～)

大学 短大 高専 研究
機関

(70） SINETノード

5Gﾓﾊﾞｲﾙ
SINET

アクセス回線
共同調達

教育
委員会
小中高 約3,000校
児童・生徒 約130万人

大学・研究機関 約１,000機関
利用者 約340万人

直結クラウド 日米欧世界
一周400G

SIN
GUM

日米欧世界
一周800G

SIN
GUM

全国フルメッシュ800G
(70）

波長カットスルー
次期

モバイル

アクセス回線
共同調達

高信頼
SINETノード

直結クラウド
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大学 短大 高専 研究
機関

教育
委員会

新たなアクセス
回線サービス
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ネットワークイメージ
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• 全国を800Gbps（沖縄は400Gbpsを束ねて800Gbps）で接続するとともに、札幌～福岡間にはカ
ットスルー光パスも設置し、日本縦断テラビットバックボーンを構成することを目指す

• 国際回線は、日米欧間を400Gbps×2のループで構成し、北極海経由の海底ケーブル活用を目指す

：テラビットバックボーン
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次期SINETの検討スケジュール
• SINET6

• 2025年度：北米回線増強、商用IX接続増強
• 次期SINET

• 2025年度：詳細案提示・議論
• 2026年度：議論継続・基本設計・調達手続き開始
• 2027年度：詳細設計・調達・構築・移行

2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度

SINET6
•欧州回線増強
•初中教育開放

次世代
SINET

•北米回線増強
•商用IX接続増強

本格運用開始

安定運用

調達・設計・構築
要望ヒアリング・
アーキテクチャ検討

詳細議論
素案
の提示

詳細案
の提示
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